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第１４回秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画推進委員会 

平成３０年１０月１７日 

 資料１ 

エイジフレンドリーパートナーの取組状況について 

 

 エイジフレンドリーパートナーは、年度毎の取組状況および目標達成状況等につ

いて、本市に報告書を提出することとなっており、平成 29 年度分の報告書を提出し

た 79 事業者（平成 29 年度上半期までの登録事業者数）の取組状況について以下に

まとめた。 

 

【主な取組内容の例】 

 １ 認知症サポーター養成講座の受講 

 ２ ベンチ、椅子等の設置 

 ３ ＡＥＤの設置 

 ４ 高齢者の積極的雇用 

５ 従業員の健康増進 など 

 

 

１ 認知症サポーター養成講座の受講状況について 

 (1) 受講状況 

 平成 29年度  

 

累計  

(平成 27～ 29年度 ) 

目標として掲げたパートナー数

/目標受講者数 

 25事業者 /229人  58事業者/2,509人 

実際に受講したパートナー数 

/実績受講者数 

８事業者/485人 

 

46事業者/1,749人 

 

  ※複数年度で目標受講者数を設定している場合は、総目標受講者数を設定年数

で割り返した。 

   

(2) 検証及び今後の取組について 

サポーター養成講座受講に加え、講師役であるキャラバン・メイトの養成を

自社社員で行い、講座を自主開催できる体制づくりを行ったパートナー（１事

業者）があった。しかし、昨年度に引き続き、業務繁忙のために講座を開催で

きなかった事業者も見られた。そのため、昨年度から予定していたパートナー
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事業者を対象とした市主催のサポーター養成講座を 12 月に開催する予定とし

ている。従業員数の多いパートナー事業者に対しては、キャラバン・メイトの

養成について提案を行っていく。 

 

２ ベンチ、椅子等の設置状況について 

(1) 設置状況 

 平成 29年度  

 

累計  

(平成 27～ 29年度 ) 

ベンチ等の設置を目標として掲げたパ

ートナー数 

８事業者 19事業者 

実際に設置したパートナー数 ４事業者 13事業者 

 

(2) 検証及び今後の取組について 

徐々にではあるが、着実にベンチ等の設置数は伸びている。引き続き、屋外

のベンチ・椅子の設置増加を目指す。今年度新たにパートナー登録をした小売

店やスーパーマーケットでは、店内に誰でも休憩できるスペースを設ける取組

を掲げており、高齢者が安心して利用できる空間づくりをパートナー事業者に

対して促していく。 

 

３ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の事務所への設置状況について 

(1) 設置状況 

 平成 29年度  

 

累計  

(平成 27～ 29年度 ) 

Ａ Ｅ Ｄ の設置を目標として掲げた

パートナー数 

３事業者 16事業者 

実際に設置したパートナー数 ３事業者 13事業者 

 

(2) 検証及び今後の取組について 

徐々にではあるが、ＡＥＤの設置数は着実に伸びている。また、今年度登録

したパートナーの中には、訪問先のお客様や地域の方々の安全を図るため、社

用車へＡＥＤを搭載するなど、ＡＥＤ設置に関し新たな取組が見られている。  

今後は、より地域住民が必要な際に確実にＡＥＤを活用できるよう、パート

ナー事業者自身が積極的な周知を図っていく必要がある。 
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４ 高齢者の積極的雇用について 

(1) 実施状況 

 平成 29年度  

目標として掲げたパートナー数     32事業者(＋８) 

新規雇用を実施したパートナー数/就業者数   ６事業者(－１)/18人(＋９) 

再雇用・継続雇用を実施したパートナー数/就

業者数 

21事業者(＋３)/123人(＋73) 

 

   ※新規雇用と再雇用・継続雇用両方を実施したパートナー数 ４事業者 

 

   ○新規雇用内訳 

 平成 29 年度 

６０～６４歳      ５人(＋３) 

６５歳以上         13 人(＋６) 

 

   ○再雇用・継続雇用内訳 

    平成 29 年度 

６０～６４歳 39 人(＋21) 

６５歳以上        84 人(＋52) 

    （ ）内は前年度比 

 

(2) 検証及び今後の取組について 

   新規雇用および再雇用・継続雇用ともに、昨年度より就業者が伸びている。

高齢者雇用の取組は、主に建設会社、タクシー会社、サービス業で進んでいる

が、高齢者雇用を進める主な要因としては、担い手不足が考えられる。 

今後も人口減少が進み、各業界において若い人材確保が厳しい状況が予測さ

れるが、できるだけ高齢者が元気に働くことができるよう、従業員の健康づく

りにも配慮した経営についてのサポート等も検討していく必要がある。 

 

５ 従業員の健康増進を目的とした血圧計の設置について 

(1) 設置状況 

 平成 29年度  

血圧計の設置を目標として掲げたパートナー数 ９事業者(＋５) 

実際に設置したパートナー数 ８事業者(＋４) 

   （ ）内は前年度比 
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(2) 検証及び今後の取組について 

従業員の健康増進を図る取組は、健全な運営を維持する観点から、非常に重

要である。高齢者の積極的な雇用、継続雇用と合わせて、引き続き取組の拡大

を促していく。 

 

【平成 30年度登録状況について】 

10 月 10 日現在、96 事業者・団体がパートナー登録している。今年度からは新た

に企業訪問を実施し、幅広い業種に対してパートナー制度を紹介したところ、新た

に 16 事業者が登録に至った。主に卸・小売業を中心に新規登録されたが、新たに寺

院も加わった。引き続き、企業訪問を実施していく。 

＜業種の内訳＞ 

卸・小売業：８件  医療機関・介護関連施設：２件 建設・工事業：２件 

造園工事業：１件  住宅・不動産業：１件     生活支援：１件 

寺院：１件 


